
■■■ 広報ふかうら ■■ 広報ふかうら ■■■ 1011

編・集・後・記

《６月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,381人
　3,759人
　7,140人
　3,541世帯

（－13）
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（－18）
（－ 2）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
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深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）

 先日大間越地区の春日祭へ友人と共に参加させて頂きました。日本には
沢山のお祭りがありますが、その地に根差し開催されてきた経緯、歴史を
聞く度、その奥深さにグッと来ますし、またそれがお祭りの最大の魅力だ
と思います。
　お祭りも大好きですが車も好きで、18歳で免許を取得し、これまで軽
からオープン、キャンピング、外車まで記憶にあるだけで20台は乗り継
いで来たでしょうか。１年半ちょいで乗り換えてきた計算です。勿論、殆
どが格安中古車で新車は２台だけ。車ってそれぞれ多彩な個性があって本
当に面白いんですよね。スタイルは勿論、用途から作りに至るまで様々で
す。若い頃は本当にただ乗るだけで、整備なんて自分では全くしませんで
した。
　車は消耗品なので、整備を怠ると、それ相応の対価を支払わなくてはな
らなくなります。それは最悪、廃車と言う形で帰って来る事があります。
実際二度、廃車にしてしまいました。一度はオイル管理の怠りからくるエ
ンジンの焼き付き。走行中でしたが車を路肩に止める事が出来た為、事故、
交通渋滞にも成らなかったのは不幸中の幸いでした。   
　もう一度は単独居眠り運転による側面衝突でフレーム変形による廃車。
国道正面から来た大型生コントラックへ、自分が対向車線にはみ出し、
突っ込んでしまいました。後30センチ右にずれていたら、間違いなく命
を落としていました。右ミラーとフェンダーは吹き飛び、窓は割れ破片が
顔に数か所突き刺さって流血。実は居眠りには前科があって、その時は低
速走行しながら、左側の側溝に左前タイヤを落とした衝撃で目覚めました。
体調の整備不良でした。軽だったので、ひとり自力で持ち上げて側溝から
出しましたが（笑）これ以降、睡魔には迷わず仮眠するようにしています。
　昨今はネットの普及により、車種ごとに検索すれば整備に必要な知識、
部品、備品、値段、方法まで動画があり随分便利な時代になりました。そ
んな事もあり、今ではオイル交換程度なら自分で整備しています。居眠り
運転しかり、車に限らず整備って何に於いても必要なんです。体も心も整
備は忘れず定期的にしていきたいものですね。

８月生まれのお子さんの写真を
募集します！
８月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！

８月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和５年８月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は７月26日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
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